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 練馬東小だより
平成２９年９月１日 
練馬区立練馬東小学校  
校 長  山田  美鈴 

第 ５ 号 

         子供との約束 

                 校長  山田 美鈴 

 長い夏休みが終わり、今日から２学期がスタートしまし

た。子供たちは一段と成長した姿で登校し、また元気な声が

校内に戻ってきました。２学期は早速６年生の水泳記録会、

５年生の軽井沢移動教室と盛りだくさんの行事が行われま

す。子供にとって全てが成長の糧となるよう、教職員一同力

を合わせ、指導してまいります。今学期も御協力のほどよろ

しくお願いいたします。 

 １学期終業式では「夏休み中何かに挑戦しましょう」と話

しました。その条件として①必ず自分で決めること②具体的

な目標であること③決めたら誰かに伝えること、の３点を提

示しました。①については誰かに言われたのではやらされた

という気持ちになるので、達成感が味わえなくなるから②に

ついては達成したかどうかが曖昧になってしまうから③に

ついては途中で諦めそうになっても、有言することで弱い自

分に挑戦できるからと話し、私自身の目標も子供たちに伝え

ました。 

「校長先生は夏休みの水泳教室に毎回参加します。そして本

を１０冊以上読みます！」（①～③を網羅しました） 

 水泳教室初日、早速子供からのチェックが入りました。「校

長先生、本何冊目まで読みましたか？」「私は１０冊以上読

みます。」何人も私にこんな声をかけてくれました。皆話を

よく聞いているものです。また出張で水泳教室に参加できな

かった日の翌日「校長先生、昨日水泳教室いませんでした

ね。」との厳しいチェック。出張で不参加だったとはいえ、

子供からの苦言を嬉しく感じました。 

 子供たちのおかげで、私の読書量は例年の夏をはるかに上

回りました。何気ない子供たちとの会話の中に、実はとても

重要な要素が含まれていることを日々実感しています。たと

え些細な約束であっても大人が必ず守ることで、子供は自分

を大切にしてくれたという実感が湧きます。 

 子供を何とか成長させようと作為的にあれこれ考えるよ

り、大人が常に何かに挑戦する姿を見せていくことこそ大切

です。小学生の成長速度はめまぐるしいですが、私も子供た

ちのみなぎるパワーに負けないよう、２学期も明るく楽しく

挑戦の日々を過ごしてまいります。 

≪ ラジオ体操の集い ≫ 
８月２６日(土)、２８日(月)～３１日(木)の５日間、

午前６時３０分から校庭で練馬区青少年育成第四地

区委員会による「ラジオ体操の集い」が行われました。

夏休みのしめくくりとして早起きをし、生活のリズム

を取り戻すのに最適だったと思います。またラジオ体

操は、日頃知らず知らずのうちに歪めてしまっている

体の左右のバランスを矯正するのに大変効果的な運

動です。親子で参加された方、今後御家庭でも時々や

ってみてはいかがでしょうか。御協力いただきました

関係者の方々、ありがとうございました。 

☆☆ 連合水泳記録会 ☆☆ 
９月５日(火)、練馬区全小学校の６年生が各地区ご

とに集まり、水泳記録会を行います。今年度は本校

を会場として、練馬小学校、春日小学校と併せて３

校で行います。力一杯泳ぎ、ベストタイムを出して

６年間の水泳学習のまとめとしてほしいと思いま

す。 

◇ 一斉防災訓練 ◇ 
練馬区教育委員会では、幼児・児童・生徒の安

全確保に万全を期すため、９月９日(土)に区内小

中学校（園）一斉防災訓練を実施します。大地震

発生という想定のもと、本校では緊急時の児童引

き取り訓練を実施いたします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９月の行事予定 

1 金 ２学期始業式、給食始、 
委員会 

2 土  
3 日  

4 月 全校朝会、安全指導 
計測②⑤ 

5 火 計測③、連合水泳記録会⑥ 
6 水 計測○す、出発前検診⑤ 

7 木 計測①⑥、 
保護者会○す  

8 金 計測④ 

9 土 土曜授業 
一斉防災訓練 

10 日  
11 月 全校朝会、水泳指導終 
12 火 保護者会①② 
13 水 午前授業 
14 木 体育朝会、クラブ 
15 金  
16 土  
17 日  
18 月 敬老の日 
19 火 全校朝会、保護者会③④ 
20 水 午前授業 
21 木 音楽朝会、クラブ 
22 金 遠足③④○す  
23 土 秋分の日 
24 日  
25 月 全校朝会、保護者会⑤⑥ 
26 火 なかよし遊び 
27 水 午前授業 
28 木 児童集会 

29 金 遠足①②、 
水道キャラバン④ 

30 土  
 

○は、学年を
表します。 

軽
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班員それぞれに別々 の考えがあると思うので、それを頭に入れて物事を決めることは難しかっ

たです。移動教室で学んだことは、集団生活の難しさと大切さです。班員に助けられることも、

班員を助けることもありました。それによって生まれる絆に気付くことができたと思います。 

（１組男子） 

 友達の新しい一面を見ることができて、とても楽しかったです。友情の大切さや支え合う心、

それがこの下田移動教室で学んだことです。最後の移動教室でちょっとさびしいですが、少し早

いけど、小学校の行事でこの移動教室が一番楽しくて、最高の思い出になりました。（１組女子） 

 最初は５分前に集合してもおしゃべりが多かったけれど、日数を重ねるごとにおしゃべりが少

しずつなくなっていき、４日目には校長先生にほめられるほどに成長できました。みんながじょ

じょに意識をもち始めたからよくなったと思います。移動教室が終わっても、思いやりをもって

人に接したいです。                            （２組男子） 

 宿舎での生活は最初は慣れない生活で大変だったけれど、班のみんなで協力しおたがいに思い

やりをもって接したことで、楽しい生活をおくることができました。私は、この特別な経験を、

学校だけではなく家などのふだんの生活にも役立てていきたいです。      （２組女子） 

下田移動教室を終えて（６年） 

 

ぼくは、社会科見学は、暑い中歩くだけなのでつまらないと思っていました。けれど、実さい

に行ってみるとガイドさんたちや、見学場所の係員の人たちの説明で、あっという間でした。う

め立て地は、あと５０年しかもたないので、３Ｒをがんばりたいです。     （１組男子） 

私は、３つの施設に行き、いろいろなことを知りました。おどろいたことは、清掃工場のゴミ

クレーンの直径がとても大きかったことです。これだけたくさんの量のゴミが出ているのだと思

いました。下水道館では、下水道の大切さに気付きました。          （１組女子） 

ぼくは、中央防波堤をのばせばいいと思いました。けれど、のばすことができない理由を聞い

て「なるほど」と思いました。クレーンがごみを持ち上げる所を見ることができてよかったです。

下水道は身近なところで役立っていることがわかりました。          （２組男子） 

わたしは有明清掃工場でごみバンカの中にごみがたくさん入っているのを見てとてもびっくり

しました。ごみクレーンはとても大きくて、ごみクレーンの中に４年生が１２０人も入ると聞い

てびっくりしました。虹の下水道館、中央防波堤の見学はもとても楽しかったです。（２組女子） 

ぼくはごみの被害についてあまり知らなかったので、今回知ることができてよかったです。う

め立て地があと５０年しかできないなんて大変なので３Ｒを心がけたいです。汚水の被害は油を

そのまま流すことがいけないことだと分かりました。             （３組男子） 

ごみのことと水道のことをこの勉強を通してよく分かりました。「まぜればごみ、分ければ資源」

という言葉をしっかり覚えていきたいです。３ＲはReuse
リユース

しかできていないので、あとの２つもし

っかりやろうと思いました。                        （３組女子） 

社会科見学を終えて（４年） 

 


